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日常生活の実態および生活観について：日本とネパールの比較

　○大野佳美゛、平井和子**、武副礼子*a、樋口　寿*4、浅野償智子*s

　(*武庫川女大、゛*大阪市大、*3大阪府看護大医療技術短大。

　“大阪女子学園短大、゛e大阪国際女大）

　目的　日本は飽食の時代だといわれ、豊かさを求める欲望のみが肥大化しているように見受け

られる．一方、ネパール北部ヒマラヤ山麓の高地に住むチベット系民族は今も伝統的な文化を保

ちながら生活しており、その様子は戦前の日本における農山村の生活と類似点が多い．そこで、

日本およびネパール高地住民の生活実態および生活観について調査を行い、その結果を比較検討

した．

　方法　日本では大阪府およびその周辺に住む23~84 歳の男女を、ネパールでは高地に住むチ

ベット系民族10~81歳を対象に日常生活の実態および生活観について調査した．

　結果　調査項目で男女間に相異が多かったのは日本であった．｢日常生活の楽しみ｣は日本男で

は｢ラジオ、テレビ、映画等｣が、女では｢会話」が多かった．ネパールでは男女とも「会話｣がもっ

とも多かった. 0本女、ネパール男女では&Q％以上がrta常生活上のことは家族全員で分担しな

ければならない｣と考えているが、この回答は日本男では約70%であり、男女の役割分担の意識

があることが示唆された．仕事は「当然の義務｣、｢働くことができるのは幸せ｣、｢収入のため｣が

日本に多く、ネパールでは約60%が｢家族のため｣と答え、両国間で相異がみられた(p＜0.001).

日本では80％以上がトラブルや問題の解決は｢相互の話し合い｣と答え、ネパールではこの他に

｢年長者の助言に従う｣が約20%あった．日本では高年齢ほど、ネパールでは若年齢の方が｢現在、

心配なことは家族の生活である｣と答えた．現在の生活は｢快適｣、｢現実として受け入れる｣の割

合が両国とも多かったが、｢快適でなくとも満足している｣が日本男に約27%あった．
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　　　広域行政論：地方の行・財政改革の現在
　　　　一福岡県太宰府市の活動を中心に一
　　　　　　　　　　　　　　小川　直樹（筑紫女学園大）

目的　国・地方を問わず、行・財政環境はきわめて厳しい状態がしめされている。
太宰府市の行政改革大綱でも、職員の意識改革はもとより、市民の参画及び協力を

得ながら、「社会経済情勢の変化に柔軟かつ、機敏に対応できる、簡素で効率的な
行財政システムの確立jを行政運営の柱に据える。－市民てして、足元の生活基盤
をみつめ直すとともに、本市の状況を考えてみたい。

　方法　太宰府市行政改革推進本部（平成1 1年７月）に資料の請求をして、得た
もの、および「議会資料」、「外郭団体資料」をもとに他の地方公共団体との比較

を交えて分析を試みる。

　結果　レ）具体的な改革方策として掲げる1 3項目において、優先事項、あるい
は他の事項との連携は何か、という観点は論議がし尽くされていない状況にあった。
　2）介護保険の認定事務について、筑紫地区（4市１町）で筑紫地区介護認定審

査会を共同で設置した。ひろく一般的にのべて、国や県は合併を展望した地域づく
りを推し進める。一方で、独自で自治体としての課題を克服する実力を蓄えておく

ことが肝要である。バランスシートの導入などの方向は評価に値すると考える。


